
  

○副議長（曽根嘉明議員） 次に、髙木紀子さん。 

   〔３番 髙木紀子さん登壇〕 

○３番（髙木紀子さん） 島田市の産業支援施策に

ついて申し上げます。 

 私が焼津市からお嫁入りして26年、にぎわいの

あった地元の商店街がすっかり様変わりしてしま

いました。職場のある焼津市や藤枝市でも、地域

活性化が激しく叫ばれ、商店街や地元中小企業の

状況についても大変厳しい状況にあると思います。

私自身も何かできないのか考えるようになりまし

た。 

 そこで、島田市の産業支援策について、以下の

とおりお伺いいたします。 

 １の(1)旧ジャスコ周辺におけるまちづくりの

計画があるかお伺いいたします。 

 (2)厳しさを増す経営環境に立ち向かうための

中小企業への助成制度はどのようなものがあるか

お伺いいたします。 

 (3)資金繰りが厳しい中小企業の経営改善や事

業再生の促進を図るため、市はどのようなことを

しているのかお伺いいたします。 

 次にテーマ２、島田大祭の参加人員の確保につ

いてお伺いいたします。 

 島田大祭の運営に支障を来すほど参加者、特に

若者の参加が激減していると聞いております。江

戸時代から続く伝統的な祭典である島田大祭の運

営について危機感を感じております。 

 そうした状況の中、参加者をどう募っていくか、

以下のとおり質問いたします。 

 (1)参加者は総勢何人いるのかお伺いいたしま

す。 

 (2)参加者は充足しているのかお伺いいたしま

す。 

 (3)参加者の募集はどのようにかけているのか

お伺いいたします。 

 (4)市では参加者募集について、どう関わって

いるのかお伺いいたします。 

 以上で、壇上での質問を終わります。 

   〔３番 髙木紀子さん発言席へ移動〕 

○副議長（曽根嘉明議員） 染谷市長。 

   〔市長 染谷絹代登壇〕 

○市長（染谷絹代） 髙木紀子さんの御質問にお答

えさせていただきます。 

 まず、１の(1)の御質問についてお答えをいた

します。 

 旧ジャスコ周辺におけるまちづくりの計画につ

きましては、平成12年度に旧中心市街地活性化法

に基づく中心市街地活性化基本計画を策定し、お

び通りを中心とした島田中央第三地区土地区画整

理事業を実施いたしましたが、それ以降は新たに

策定したまちづくりの計画はございません。これ

からの中心市街地のまちづくりについては、そこ

に暮らす商業者の皆様が商店街をどうしたいのか

というお考えが大切となると思いますので、そう

した商業者の皆様の御意見を伺いながら、協働、

連携によりまちづくりを進めていきたいと考えて

おります。 

 次に、１の(2)の御質問についてお答えをいた

します。 

 中小企業への市の助成制度といたしましては、

融資制度と補助制度があります。少し細かく専門

的な話になりますが、お聞きください。 

 融資制度としては、小口資金と短期経営改善資

金があり、これはいずれも市が金融機関に利子補

給することで金利を下げる制度になります。 

 なお、小口資金は運転資金及び設備資金として

融資するもので、融資限度額は700万円、融資期

間は５年以内、短期経営改善資金は運転資金とし

て融資するもので、小口資金と同じく融資限度額

は700万円ですが、融資期限は５カ月となってお

ります。 

 また、補助制度といたしまして小口資金融資信

用保証料補助金、地域産業振興事業費補助金、富

士山静岡空港就航先販路開拓事業補助金を実施し



  

ております。 

 小口資金融資信用保証料補助金は、小口資金を

借り入れるときに信用保証協会に支払う信用保険

料の45％を補助するものです。地域産業振興事業

費補助金は機械設備や環境に配慮した施設整備等

新製品の研究開発に対して、機械設備を整備する

場合は100万円、環境改善、研究開発をする場合

は50万円を限度として補助するものであります。 

 富士山静岡空港就航先販路開拓事業費補助金は、

富士山静岡空港の就航先においてアンテナショッ

プを設置したり、展示会を開催する場合に100万

円を、展示会に出展する場合には、50万円を限度

として補助するものです。 

 次に、１の(3)の御質問についてお答えをいた

します。 

 中小企業の経営改善や事業再生の促進について

は、島田商工会議所と島田市商工会が事業者への

巡回訪問や金融、経理等の各種相談と指導業務を

実施しており、市といたしましては、実施団体で

ある島田商工会議所、島田市商工会へ補助金を交

付しております。 

 さらに、本年７月25日に中小企業への支援体制

の強化を目的に、島田市と島田商工会議所、島田

市商工会、島田信用金庫の４団体が業務連携・協

働に関する覚書を締結するとともに、島田市中小

企業支援協議会を設立いたしました。今後、この

協議会が中心となって中小企業の支援に努めてま

いります。 

 次に、２の(1)の御質問についてお答えをいた

します。 

 島田大祭の運営主体である島田大祭保存振興会

によると、平成25年の第107回島田大祭には総勢

約3,500人から3,700人が参加していると伺ってお

ります。 

 次に、２の(2)の御質問についてお答えをいた

します。 

 地元の参加者については年々減少している状況

にあり、いずれの街においても参加者の確保に苦

慮していると伺っております。 

 次に、２の(3)の御質問についてお答えをいた

します。 

 参加者については、各街でそれぞれ募集を行っ

ております。具体的には、前回参加者、地元出身

者への呼びかけや地元高校を訪問して高校生の参

加の呼びかけを行っているというふうに伺ってお

ります。 

 次に、２の(4)の御質問についてお答えをいた

します。 

 島田市としても各街からの要請に応じ、広報し

まだ等に参加募集のお知らせを掲載し、全市的に

呼びかけを行うなど側面的な支援を行っておりま

す。また、次回開催に向けては早い段階から参加

者の確保などの課題について全体で検討し、対応

する必要があると考えております。 

 以上、御答弁を申し上げました。 

 ちょっとアレルギーがあって、聞きづらかった

こと、大変申し訳なく思います。 

 なお、再質問につきましては担当部長から答え

させる場合がありますので、よろしくお願いを申

し上げます。 

○副議長（曽根嘉明議員） 髙木さん。 

○３番（髙木紀子さん） 市長、御答弁ありがとう

ございました。 

 先ほど御答弁いただいた中で、島田市、商工会、

金融機関の３者の連携は新聞紙上で内容を拝見さ

せていただきました。このような支援策について、

知らない中小企業者がまだたくさんいらっしゃる

と思います。このことについてもう少し詳しく教

えていただければと思います。お願いいたします。 

○副議長（曽根嘉明議員） 北川産業観光部長。 

○産業観光部長（北川雅之） こうした中小企業へ

の支援体制の強化ということを目的にしまして、

島田商工会議所、島田市商工会、島田信用金庫、

それから島田市、これらが連携をして、今までも



  

個別に支援はしてきたわけですけれども、連携を

して窓口を一本化して、いろいろなところを回っ

て支援を相談していくということではなくて、わ

からない方が例えば市へ来た時に、市のほうでい

ろいろな相談者や専門家の皆さんを御紹介したり

ということができるような組織をつくりたいとい

うことで、連携をして中小企業者の支援をしてい

きたいという思いでこの協議会をつくったもので

ございます。これから、協議会で市単独ではでき

なかったようなことを含めて中小企業の支援をし

ていきたいと考えております。 

○副議長（曽根嘉明議員） 染谷市長。 

○市長（染谷絹代） この協議会はワンストップサ

ービスができるということと、もう一点は、それ

ぞれの特色あるスキルを、持ち味がありますから、

商工会議所さん、商工会さん、島信さん、そして

行政のそれぞれの得意分野を生かしながら、中小

企業の支援をより良くやっていこう。そしてまた、

これから起業したいと思う方への支援をやってい

こうという、そういった考えでございます。 

○副議長（曽根嘉明議員） 髙木さん。 

○３番（髙木紀子さん） ありがとうございました。 

 テーマ１の産業支援策については、わかりやす

く御説明いただき、皆さんにもたくさん伝わった

かと思います。今後もまだまだたくさん知らない

企業の方への周知に努めていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

 テーマ２の島田大祭の参加人員について調査い

ただきまして、ありがとうございました。今後、

島田大祭を運営するに当たって、若者の参加が重

要だと考えております。市も積極的に御支援をい

ただきますよう御協力をお願いいたします。 

 以上で、私の質問を終わります。 

○副議長（曽根嘉明議員） 北川産業観光部長。 

○産業観光部長（北川雅之） 島田大祭について、

人員の不足とか、それから資金もだんだん民間企

業の皆さんは厳しくなって、寄附金とかが少なく

なって大変だというようなお声はいただいており

ます。 

 今まで準備は、大祭の保存会の皆さんが前の年

から準備をしてきたわけですけれども、いろいろ

な課題があるということを認識しまして、次回の

大祭については、もう今年から少し動き始めよう。

そして、課題を検討していきましょうという動き

が出ております。なるべく早くから準備を進める。

また、市としては大祭のＰＲをして、お祭り気分

を盛り上げることで、参加者を募っていきたいと

いうか、私も参加してみたいというような気持ち

を市民の皆さんに感じていただいて、参加をして

いただくことができるような、そんな仕組みを検

討していきたいと考えております。 

○副議長（曽根嘉明議員） 染谷市長。 

○市長（染谷絹代） 島田大祭につきましては、私

は300数十年続いた島田の歴史、そしてまた誇り

ある大祭であると思っておりまして、島田大祭を

知れば知るほど、多くの市民の皆様にもそれを御

理解いただき、島田市全体の誇りある祭りとして

いきたいという思いもございます。 

 ただ一方で、本通りのもとからあるお祭りの街

の方たちにとっては、それぞれの街ごとのしきた

り、口上、そういったものもあって、それがそれ

ぞれの街の特色でありますから、そういったこと

がなくなってしまうということに対して、やはり

自分たちの伝統を守りたいと、そういう思いの方

もおられます。 

 ですから、今まさにせめぎ合いのときでありま

す。これからの島田大祭がどのような形でよりよ

く継承されていくのか、そこに若い担い手たちが

どのように入っていくのか。資金面でのさまざま

な課題をどうクリアしていくのかというものがご

ざいます。 

 本通りには、私の知っている限りでも、365日

お祭りのことを考えているという若い方たちもお

られます。そういった若い方たちの声が届くよう



  

な、そういったことも検討しながら、今回は今年

の夏から、２年前からお祭りの準備を始める、そ

ういった話し合いの場を持つというか、持たれて

いくということですので、少し早めに準備をし、

またさまざまな課題の一つでも改善できていけば

いいなと考えております。 

○副議長（曽根嘉明議員） 髙木さん。 

○３番（髙木紀子さん） ありがとうございました。

こういった機会を設けさせていただき、大変あり

がとうございます。私はほかの議員の方の発言を

聞きまして、思いがけず涙を流してしまいました。

今回、こういった機会で自分の一生の宝物にした

いと思います。どうもありがとうございました。 


